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研究要旨 

我々はこれまでに ICT を活用した卒前卒後のシームレスな評価システム(EPOC2)の開発

を進めてきた。EPOC2 の卒後評価システムは 2020 年から運用を開始しており、利用施

設・研修医数は、800 施設、8000 名を超えており、臨床研修医の全国データが EPOC2 シス

テムに入力されている。本分担研究では、2021 年度は、EPOC2 データから得られる知見を

もとに、米国の Milestone Project、英国の UK Foundation Programme 等の知見との国際

比較を行った。その結果、EPOC2 のような全国の研修医が卒前・卒後をシームレスにつなげて

評価を記録していく national level の e-portfolio システムは日本独自の試みであるということが

わかった。 

 

 

A. 研究目的 
卒前臨床実習・卒後臨床研修をシームレス

に評価できる ICT の基盤構築を進めることが

喫緊の課題となっている。我々はこれまでに

ICT を活用した卒前卒後のシームレスな評価

システム(EPOC2)の開発を進めてきた。EPOC2

の卒後評価システムは 2020 年から運用を開

始しており、臨床研修医の全国データが

EPOC2 システムに入力されている。昨年度に

我々が調査した EPOC２のデータによると、現

状の医行為の実施状況では EBM の活用、医療

の社会性、小児及び泌尿生殖器の診察、門田

レポートの推奨項目の修得率が低いことが明

らかになっている。今年度の研究の目的は、

EPOC2 データから得られる知見をもとに、米

国 の Milestone Project 、 英 国 の UK 

Foundation Programme等をはじめとする海外

での ePortfolio の使用状況について、国レベ

ルで実施している地域があるか、実施してい

る ePortfolio の分析方法及びユーザビリテ

ィの国際比較を行うことである。 

 

B. 研究方法 
2022 年度は文献調査を継続して行い、評価

システムやそれに伴う教育効果に関する海外

の事例について調査を行った。さらに文献調

査等から ePortfolio の使用状況について、

国レベルで実施している地域・実施主体の評

価、使用している ePortfolio の分析方法及

びユーザビリティの調査を目的として下記を

行った。 



 

 
 

１．海外における ePortfolio の分析事例に

つき、下記に着目して調査を実施する。 

・ePortfolio の運用に関する文献的検索 

・ePortfolio を用いた評価に関する文献的

検索 

・卒前～卒後医学教育の継続的な能力評価

（分析手法、結果） 

・学修者の Remediation ポイント 

２．これらの文献的調査をもとに、海外に

おける ePortfolio の運用・データ分析に関

するインタビューの準備 

  ・Interviewee の推薦・連絡調整 

  ・Interview での質問内容の作成 

 

C. 研究結果 

１．海外における ePortfolio の分析事例に

の調査 

ePortfolio の運用に関する文献的検索の

結果を図１に示す。国レベルで実施している

のは英国の卒後教育、カナダの卒後教育、ス

イスの卒前教育があった。また、複数の大学

/病院で使用されているものとしては、米

国、カナダ、台湾、オランダで存在してい

た。以上の文献調査の結果、CC-EPOC 及び

EPOC2 のような全国の研修医が卒前・卒後を

シームレスにつなげて評価を記録していく

national level の e-portfolio システムは

日本独自の貴重な試みであるということが明

らかになった。 

 運用面での文献的考察では、電子ポートフ

ォリオ (e-ポートフォリオ) は、電子プラッ

トフォームでホストされる形式或いは、独自

のソフトウェアを使用して運用している。  

ハードコピーのポートフォリオと比較して、

耐久性が高く、ユーザー フレンドリーで、

アクセスしやすく、共同作業が容易で、特定

の分野での評価に優れている 8。  

動画やウェブサイトのリンクなど様々な資料

を含めることができ、学生や指導医を含むユ

ーザーのプライバシーと機密性の向上が期待

でき、短時間で学生間の比較が可能になる。  

一方で、貧弱なインターフェース、管理サポ

ートの不足、貧弱な IT技術、および アップ

グレードに要する時間または資金の不足 13

等が運営上の阻害要因となる。 

また、臨床現場でのデバイスへの即時アクセ

スの欠如、貧弱なデータ セキュリティ、メ

ンターとのオンラインでのコミュニケーショ

ンの問題、またはメンターが技術に精通して

いないことも、それらの適用性を制限とな

る、などが報告されていた。 

ePortfolio を用いた評価に関する文献的

検索では、学修者の能力発達を可視化するこ

とが、学修者本人及び指導者にとっても有用

であることが明らかになった 29。その表現方

法としては、本研究で実施している達成度の

プログレスのみならず、大多数の修了を可視

化する方法等も挙げられた。 

本研究でも明らかになった学修目標達成が

不十分な群に対して、教育者が介入すべき時

期(remediation point）を明らかした報告も

あった 30。 

  

 

D. 考察 
評価システムやそれに伴う教育効果に関する

海外の事例について調査するために文献調査

を行ったところ、EPOC2 のような全国の研修

医が卒前・卒後をシームレスにつなげて評価

を記録していく national level の e-

portfolio システムは日本独自の貴重な試み

であるということがわかった。今後、海外事

例としてフランスやドイツにおける文献調査

をさらに追加し、海外の事例との国際比較

や、それをもとに評価システムの構築やさら

なる改善方法を検討する予定である。 

 海外における ePortfolio の運用・データ

分析に関するインタビューの準として、



 

 
 

Interviewee の推薦・連絡調整、Interview

での質問内容の作成の準備を開始している。 

 

E. 結論 

評価システムやそれに伴う教育効果に関する

海外の事例について調査を行うために文献調査

を行ったところ、EPOC2 のような全国の研修医

が卒前・卒後をシームレスにつなげて評価を記

録していく national level の e-portfolio システ

ムは日本独自の試みであり、EPOC システムに

ついて今後わが国からの発信が必要と考えられ

た。 
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図 1 海外の e-portfolio システム 

 
 
 
 
 


